
                              DLM2000シリーズ(注7),DLM6000/DL6000シリーズ(注8),
DL1600,DL1700,DL1700E,DL7400,DL9000(注1),DL9710(注2),SB5000(注6), DL850(注9)
DL750シリーズ,WE7000,SL1400(注3),DL9700/DL9500シリーズ(注5),SL1000(注6)

（ただし、DL1700,WE7000はオンラインによるデータ転送,リモートコントロール不可）
注1：ソフトウエアバージョン1.20以降で対応　注6：ソフトウエアバージョン1.34以降で対応
注2：ソフトウエアバージョン1.31以降で対応　注7：ソフトウエアバージョン1.43以降で対応
注3：ソフトウエアバージョン1.30以降で対応　注8：ソフトウエアバージョン1.51以降で対応
注5：ソフトウエアバージョン1.32以降で対応　注9：ソフトウエアバージョン1.60以降で対応 DL850 アドバンストユーティリティ(オプション、注10)

　　ファイル転送 : DL850で連続ハードディスク記録中のデータファイルを、
  　　                   記録を継続しながらPC自動転送
　　ファイル加工 : 波形データファイルのフォーマット変換、分割、結合

-SP01     Xviewer (標準版１ライセンス)          60,000

-GP01     Xviewer (演算付加１ライセンス)      95,000

付加仕様        /JS01                                                     30,000DL850 アドバンストユーティリティ 1ライセンス

PC本体：              ・Windows XP（SP2以降）, Windows 7, 
                            Windows Vistaが動作可能なパーソナルコンピュータ（PC）
　　　　　　　　　　　　　
                           ・Core 2 Duo (2GHz）以上のCPUを搭載し、1GB以上のメモリを
　                          有したもの（OSがWindows Vista, Windows 7 の場合)
ディスプレイ：           SVGA/XGA（ カラー：65536色以上）
GP-IBボード：        ナショナルインスツルメンツ社製GP-IBボードまたはPCMCIAカード
                            （GP-IBによるオンラインデータ転送、リモートコントロール時に必要）
              ただし、Windows Vista , Windows 7 でのPCMCIA-GPIBカードの動作は保証外です。
USBインタフェースをご使用になる場合は、接続するDLシリーズのUSBドライバが必要です。

最大32波形(Math1～Math32)

12.5M点（演算のチャネル数が11ch以上のときは2.5M点）
,浮動小数点（*.fld）

形式へ変換
DL750シリーズ/DL850のリアルタイム記録データファイルを
バイナリデータファイル（*.wvf）,ASCII（*.csv）, Excel（*.xls）, 
浮動小数点形式( *.fld)へ変換

注10：ソフトウエアバージョン1.61以降で対応　

、サイクル統計、ヒストリ統計

DL850V(注10)

★Microsoft Windows、Windows XP、Windows Vistaは、米国Microsoft Corporation 
の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 


